
寄附講義「会社研究」令和６年度 第１０回目 

   令和６年６月１２日(水) １３時１０分 

   講師 株式会社テイクオフ 井上 冨紀子 氏 

テーマ：「人の心をとらえる仕事のプロになる」 

 本年度第１０回目の寄附講座は、昭和４１年３月に卒業された井

上 武様の奥様 井上 冨紀子氏による「人の心をとらえる仕事の

プロになる」という講義となりました。 

先ず、自己紹介していただきました。 

井上様は、就職・起業を経て世界的に有名なホテル「ザ・リッツ

カールトンホテル」に巡り合い現在同ホテル LLC公認親善大使」・ザ・

リッツカールトン東京ファーストゲストの肩書を持っています。 

同ホテルとの長いお付き合いを通じて得た見解について以下のよ

うにコメントされました。 

先ずはコミュニケーションに関する質問から入って、Z世代はコミ

ュニケーションが苦手と結論付けていました。 

仕事に対する思考のストレッチ（ウォーミングアップ）として、

どんな形態の就職を希望しているかという質問の後に仕事とは自分

の強みを生かしたり、最も興味を持てることをする、収入の多い仕

事をするのは当然だが、自分の力では変えられない世界の動きの中

で、窮地に立った時は、その世界の動きに併せて柔軟に仕事をする

必要があるとコメントされました。 



人の心とらえるパワーアップトレーニング（メイントレーニング）

として、セミナーでリッツ・カールトンホテルに出会い、この会社

の社員に対する理念が素晴らしいと惚れ込んで、研究テーマにした

結果著書「リッツ・カールトン２０の秘密（１枚のカードに込めら

れた成功法則）」を発刊に至っています。 

学生に対して接客に関する質問の後に、リッツカールトンが何故

顧客満足で高評価を得たかについての理由として以下の４点を挙げ

られました。 

１） 人材の選出に力老いれている 

２） 社員に権限移譲をしている 

３） 社員の教育と訓練に力を入れている 

４） 自分がこの会社にいて成長したと思える風土 

 社会人をスタートする皆様へのメッセージ（クールダウン）とし

て、 

１）「人の心をとらえる仕事のプロ」になる為にコミュニケーション

を取る際に相手の気持ちをちょっと考えるだけで仕事力が爆上がり 

２）仕事のトラブルの８割以上はコミュニケーション不足から、良

好なコミュニケーションは仕事の場だけでなくどんな場面でも必要

になる。 

 最後に、笑顔を絶やさないこと・元気に挨拶をする・相手がして

欲しい事を考えると仕事の達人になれるということで講義を締めく



くられました。 

 

以上 

 

 


